
まずは

フードロス！

また日本テトラパック(株)の意識調査によると
働くママの79.5％が冷蔵庫で

「うっかり賞味期限切れさせてしまった」
と回答しました。 

このようなうっかりの原因として、
「冷蔵庫がいっぱになっていて

奥が見えづらい…」
というのがあります。

たしかにそれは
あるかもなあ。

このような事を防ぐためには、
冷蔵庫の整理を心がけたり、

缶詰や常温長期保存が可能な
紙パック入り商品などを

積極的に買うことも
おすすめです。 

冷蔵庫をスッキリさせれば、
うっかりミスも防げるね！

これだけでも
年間おおきな節約に

なりますね。 

必要なものだけ
買っていると思いがちですが、

4人家族の1年間のフードロスは
金額に換算すると約6万円に
のぼるといわれています※。 
※京都市食品ロスゼロプロジェクトの試算による
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どうしたの？

最近値上げが続いて
何を買うにも高くて

困ってしまうね。
本当だね。

こんなときこそ賢く買い物が
できればいいのに…

一緒に

賢い買い物の
しかたを

探してみようか！

はぁ…
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今号から公取協だよりのエッセンスを抜き出した、mini公取協だよりのスタートです。
電気やガス電気やガスなどのインフラから食品や日用品まで、値上げの日々が続きますね。
少し知識があるだけで、もしかしたら賢い消費生活につながるかも…

いままでの「まも子の目」でも賢い消費生活について取り上げてきましたが、今回もまも子
と一緒に調べてみましょう！

フードロス
ポイント１



あとはサブスクも
自分にあったものを

利用すれば
節約につながるかも

しれませんね。  

買ったものは捨てにくいけど、
サブスクなら

「捨てる」必要はないね。 

でも一方で
「サブスク断捨離」という

言葉もあるほど、
サブスクの管理は大切です。

ふるさと納税 は買い物とは
少し違いますが、節税をしながらも
納税先の特産品をもらえるため、

賢い消費生活のひとつと
いえるかもしれませんね。

総務省の調査によると、一昨年度、
ふるさと納税の寄付額は6,725億円と

過去最高を記録したそうです。

ふるさと納税とは
ふるさと納税とは、生まれた故郷や
応援したい自治体に寄付ができる制度です。 
手続きをすると、
寄付金のうち2,000円を超える部分については
所得税の還付、住民税の控除が受けられます。

このように、「節約！」と
切り詰めるのではなく、
自分の生活にあわせて

ナチュラルにお金を節約すると、
一歩賢い消費生活に近づくのでは

ないでしょうか？ 

洋服や、カフェの
サブスク、

コスメのサブスクなど、
サブスクの種類は

さまざまです。

使っていないサブスクで
出費がかさむのであれば、
それは賢い消費生活とは

いえません。 

ふるさと納税で検索すると、
お米やお肉など魅力的な商品が

たくさん並んでいるね！
自分の住民税の額に応じて

寄付をしていくんだね。 

また
月1000～4000円程度の出費は

大きな出費と思うことなく、
安易に使ってしまいがちなので、

注意が必要です。 

ふむふむ…

お～！

寄付
返礼品

応援したい
自治体

例えばすぐ成長する子どものおもちゃは、
レンタルのサブスクであれば

商品選びの必要もなく、 
スペースもとりすぎないので、

一石二鳥ですね！

矢野経済研究所の調査によると、
サブスク型の国内市場規模は

22年度以降は
一兆円を超えると予想されています。
サブスクの価格帯はさまざまですが、

月1000円程度からはじめられる
手軽なサービスもあります。  subscription
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この記事の他に「通常総会」「まもる君の目」
「知っておきたいコンプライアンス知識」など
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